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・

一

、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
「平
成
２‐
年
度
事
業
計
画
」
認
可
申
請

。
Ｎ
Ｇ
Ｎ
活
用
「フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
」
サ
ー
ビ
ス
開
始

お
知
ら
せ

・
電
友
会
２０
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て

。
地
球
温
暖
化
防
止

（Ｃ
０
２
削
減
）

。
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

の
取
り
組
み

。
各
県
電
友
会
総
会
の
ご
案
内

。
各
種
会
議
の
模
様

支
部
だ
よ
り

。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
さ
ぬ
き
線
路
会
総
会
開
催

（香
川
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
美
馬

。
三
好
Ｏ
Ｂ
会
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
部
会
　
‐
―
―
１

７

サ
ー
ク
ル
紹
介

・
話
友
会
民
踊
部
の
活
動

私

は

今

。
「会
員
の
み
な
さ
ん
の
近
況
」

健
康
の
ペ
ー
ジ

・
子
宮
の
が
ん
に
つ
い
て
の
話

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

。
好
き
な
こ
と
の
あ
る
幸
せ

Ｍ

ｏ
Ｍ

（
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
）
コ
ー
ナ
ー

・
パ
ソ
コ
ン
と
私
　
‐―
‐
―
‐―
‐
―
‐―
‐
―
‐
―
‐―
‐
―
‐―
‐―
‐―

％

テ
ル
ウ
ェ
ル
だ
よ
り

「介
護
予
防
教
室
」
に
参
加
し
て

「生
活
支
援

・
介
護
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
」
活
動
中

俳

句
共
香
川
）

‐
―
―
‐
―
‐―
―

物
故
者
叙
勲
／
敬
弔

表
紙
の
言
葉
／
編
集
後
記
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☆
　
Ｎ
丁
Ｔ
西
日
本
「
平
成
２‐
年
度
事
業
計
画
」
を

認
可
申
請

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
は
、
２
月
２７
日

「平
成

２‐
年
度
事

業
計
画
」
に
つ
い
て
、
総
務
大
臣
に
認
可
申
請
を
行

い
ま
し
た
。

情
報
通
信
は
平
成

１６
年
７
月
に
総
務
省
が
打
ち
出

し
た

『
ｕ
‐
Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ
政
策
』
平
成

１８
年
１
月
に

政
府
が
発
表
し
た

『
Ｉ
Ｔ
新
改
革
戦
略
』
が
目
指
す

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
何
で
も
、
誰
で
も
」
ア

ク
セ
ス
が
可
能
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

「
ユ
ビ
キ
タ

ス
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
社
会
」
の
形
成
に
向
け
、
社
会
経

済
活
動
の
効
率
化
、
活
性
化
、
国
民
生
活
の
利
便
性

向
上
等
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お

り
、
官
民

一
体
と
な

っ
て
そ
の
実
現
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
情
報
通
信
市
場
は
、
ア
ク
セ
ス
ラ
イ
ン
の

ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
化
の
進
展
に
よ
り
、　
ニ
ー
ズ
の
高

度
化

。
多
様
化
が
さ
ら
に
進
み
、
映
像

・
音
楽
等
を

配
信
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
や
ソ
フ
ト

ウ

エ
ア
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
等
の
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
経

由
で
提
供
す
る

「
Ｓ

ａ
ａ
Ｓ
型
サ
ー
ビ
ス
」
が
拡
大

す
る
な
ど
、
市
場
の
多
様
化
が
進
展
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
通
信
市
場
に
お
い
て
は
、
光
ア
ク
セ

ス
サ
ー
ビ
ス
や
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
利
用
し
た
ブ

ロ
ー
ド
バ

ン
ド
サ
ー
ビ
ス
の
拡
大
に
加
え
、
光
回
線
等
の
敷
設

が
困
難
な
地
域
に
、
一局
速
で
長
い
距
離

（最
長

５０
』
）

を
伝
送
で
き
る
無
線
通
信
技
術
「
ｗ
ｉ
Ｍ
Ａ
Ｘ
技
術
」

を
用
い
た
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ア
ク
セ
ス
ラ
イ
ン
の
競

争
が
進
展
す
る
中
、
Ｉ
Ｐ
化
に
伴
う
固
定
と
移
動
、

通
信
と
放
送
等
、
サ
ー
ビ
ス
の
融
合
が
進
展
す
る
な

ど
大
き
く
変
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
は
こ
の
よ
う
な
厳
し
く
か
つ
激
変

す
る
事
業
環
境
の
中
、
今
後
と
も
良
質
か
つ
安
定
的

な

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
の
光
化

・
Ｉ

Ｐ
化

へ
の
円
滑
な
移
行
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ

ス
の
基
盤
と
な
る
光
ア
ク
セ
ス
網
の
充
実
、
公
正
な

電
気
通
信
市
場
形
成

へ
の
寄
与
、
応
用
的
研
究
開
発

の
推
進
等
電
気
通
信
に
お
け
る
信
頼
性

。
公
共
性
の

確
保
な
ど
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

ま
た
、
現
行
法
の
枠
組
み
の
下
で
公
正
競
争
条
件

を
確
保
し
つ
つ
、　

”
光

“
の
特
性
を
活
か
し
た
多

彩
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
オ
ー
プ
ン
な
次
世
代

ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
の
構
築

・
提
供
を
通
じ
て
、
お
客
様

が

”
よ
り
快
適
で
安
心

・
安
全

“
に
、　

”
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
何
で
も

“

つ
な
が
る
ブ

ロ
ー
ド
バ

ン
ド

・
ユ
ビ
キ
タ
ス
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
環
境
を
実
現

し
、
情
報
流
通
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
す
。

平
成
２‐
年
度
の
事
業
経
営
に
あ
た

つ
て
は
、
こ
の

基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ

ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
よ
り
快
適
で
安
心

・
安
全
な
次

世
代
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク
の
構
築

・
提
供
を
進
め
、
光
ア

ク
セ
ス
ラ
イ
ン
を
利
用
し
た
ひ
か
り
電
話
や
、
お
客

様
の
注
文
に
応
じ
て
指
定
さ
れ
た
画
像
情
報
を
提
供

す
る

「オ
ン
デ

マ
ン
ド
映
像
」
。
「地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
再
送
信
」
等
の
映
像
配
信
サ
ー
ビ
ス
、
並
び
に

様
々
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
の
協
業
に
よ
る
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
の
創
造
等
に
よ
り
、
お
客
様
に
感
動
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
地
域
密
着
型
の
営
業
活
動
を
通
じ

て
お
客
様
の
ご
意
見

。
ご
要
望
等

へ
的
確
か
つ
迅
速

）

な
対
応
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス

・
品
質
の
向
上
に
努
め
、

地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

あ
わ
せ
て
社
会
的
な
イ
ン
フ
ラ
の
提
供
を
担
う
事

業
者
と
し
て
、
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ア
ク
セ
ス
や
ひ
か

り
電
話
な
ど
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
提
供
の
確
保
、
設

備
事
故
の
未
然
防
止
、
災
害
等
有
事
の
際
の
復
旧
等

に
お
け
る
、
グ
ル
ー
プ
総
力
を
挙
げ
た
活
動
を
通
じ

て
お
客
様
の
信
頼
に
お
応
え
す
る
な
ど
、
安
心

・
安

全
な
社
会

の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

す
。ま

た
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、　
一
層
の
経
営
の

効
率
化
に
努
め
、
引
き
続
き
黒
字
を
確
保
い
た
し
ま

す
。さ

ら
に
、
接
続
の
円
滑
化
と
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
オ

ー
プ
ン
性
の
確
保
に
向
け
た
取
組
み
、
人
材
の
育
成
、

グ
ル
ー
プ
企
業
と
も
連
携
し
た
新
規
事
業
の
展
開
な

ど
を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
に
わ

た

つ
て
安
定
し
た
事
業

の
発
展
を
期
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
施
策
の
成
果
を
お
客
様
、
地
域
社
会
、

ま
た
持
株
会
社
を
通
じ
て
株
主
の
皆
様
に
還
元
で
き

る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

平
成

２‐
年
度
に
お
い
て
は
厳
し
い
財
務
状
況
で
は

あ
り
ま
す
が
、
以
上
の
考
え
方
に
立

っ
て
事
業
経
営

を
行
う
こ
と
と
し
、
そ
の
遂
行
に
あ
た

っ
て
は
経
営

環
境
の
変
化
に
即
応
し
つ
つ
弾
力
的
に
行

っ
て
い
く

こ
と
と
し
ま
す
。

☆
　
次
世
代
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
（Ｎ
Ｇ
Ｎ
）
を
活
用
し
た

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

「
フ
レ
ツ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト

」

サ
ー
ビ
ス
開
始

〃
¨

次
世
代
ネ

ッ
ト
ヮ
ー
ク

（
Ｎ
Ｇ
Ｎ
）
を
活
用
し
た
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
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ル
ー
‘フ
の
動
き
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光
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド

「
フ
レ
ツ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
」
サ

ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
昨
年
の
３
月
か
ら
東
京
、
大

阪
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー
ト
し
、
提
供

エ
リ
ア
を
拡
大

し
て
い
ま
す
が
、
四
国
で
初
め
て
松
山
市
、
東
温
市
、

伊
予
郡
砥
部
町
、
伊
予
郡
松
前
町
に
お
け
る

一
部
地

域
に
お
い
て
３
月
２
日

（月
）
か
ら
提
供
開
始
と
な

り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｇ
Ｎ
と
は
Ｉ
Ｐ
技
術
を
基
盤
と
し
た
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク
で
、
固
定
電
話
網
の

「信
頼
性
」
と

「安
全
性
」

Ｉ
Ｐ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の

「柔
軟
性
」
と

「経
済
性
」

と
い
う
両
者
の
利
点
を
合
わ
せ
持
ち
、
音
声
だ
け
で

な
く
映
像
や
デ
ー
タ
通
信
な
ど
を

「よ
り
安
価
に
」

「よ
り
簡
単
に
」
多
く
の
人
々
に
提
供
を
可
能
に
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
通
信
と
放
送
の
連
携

。
融
合
、
金
融
サ
ー

ビ
ス
ヘ
の
異
業
種
の
参
入
な
ど
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

の
融
合
も
可
能
と
す
る
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る

ユ
ビ
キ

タ
ス
ネ

ッ
ト
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
通
信
基
盤
と

な
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
活
か
し

ご
遼
隔
医
療
」
や

運
返

隔
教
育
」
「在
宅
ビ
ジ
ネ

ス
」
ま
た
は
子
供
の
通
学

を
見
守
る
と
い
つ
た

「遠
隔
見
守
り
」
や
金
融
分
野

に
お
い
て
は

「オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
」
更
に
は
デ
ジ
タ

ル
シ
ネ

マ
の
よ
う
な
映
像
分
野
な
ど
、
様
々
な
領
域

に
対
し
て
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
行
く
こ
と

と
し
て
お
り
、
日
本
の
抱
え
て
い
る
少
子
高
齢
化
や

介
護
医
療
の
充
実
な
ど
、
社
会
的
課
題
に
関
し
て
も
、

解
決
の
糸
口
と
な
る
可
能
性
を
十
分
備
え
て
い
る
も

の
で
す
。

な
お
、
当
日
は
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
記
念
し
、
愛
媛

支
店
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
に
て

「開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

≪NGN商用サービス開始記念セレモニーの模様≫

(左 から二人目酒井四国事業本部長 )

セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
会
場
の
皆
様
に
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
概

要
を
ご
覧
い
た
だ
い
た
後
、
酒
井
四
国
事
業
本
部
長

に
よ
る
挨
拶
、
ま
た
ご
来
賓
の
方
々
を
代
表
し
て
総

務
省
四
国
総
合
通
信
局
高
崎
局
長
か
ら
お
言
葉
を
頂

戴
し
た
後
、
「
フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
」
の
今
後
の

可
能
性
や
、
発
展
を
祈
願
し
て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
は

「
フ
レ
ツ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
」
に
よ
る
次

世
代
サ
ー
ビ
ス
の
事
例
紹
介
と
し
て
、
医
療

。
ヘ
ル

ス
ケ
ア
分
野
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ヨ
ン
を
行
い
ま

し
た
。

デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ザ
と
松

山
市
喜
与
町
に
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
松
山
病
院
を

「
フ
レ
ツ

ツ
光
ネ
ク
ス
ト
」
で
結
び
、
酒
井
四
国
事
業
本
部
長

の
保
健
指
導
を
、
以
前
検
査
し
た
腹
部
の
Ｃ
Ｔ
画
像

を
使

っ
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
松
山
病
院
中
島
所
長
に
実
施
い
た

だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
高
崎
四
国
総
合
通

信
局
長
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
遠
隔
診
断
も
行

い

「
フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
」
の
今
後
の
利
用
シ
ー

ン
を
皆
様
に
体
感
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
今
回
、
愛
媛
で
の
ご
契
約
第
１
号
と
な
る

「佐
川
印
刷
株
式
会
社
」
様

へ
感
謝
状
な
ら
び
に
記

念
品
の
贈
呈
を
行
い
、
セ
レ
モ
ニ
ー
を
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

今
後
順
次
、
四
国

エ
リ
ア
の
他
県
に
も
提
供
を
拡

大
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
な

つ
て

い
ま
す
が

「
フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
」
の
提
供

エ
リ

ア
に
お
住
ま
い
の
会
員
の
皆
様
に
つ
い
て
は

「
フ
レ

ツ
ツ
光
プ
レ
ミ
ア
ム
」
よ
り
、
さ
ら
に
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
将
来
的
に
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
期
待
で
き
る

「
フ
レ
ッ
ツ
光
ネ
ク
ス
ト
」
の
勧
奨
を
ぜ
ひ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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第 146号    四  国  電  友  会    平 成 21年 4月

=

≪電友会 20周年記念行事≫

∬「地球温暖化防止活動」「IT囲碁大会」に参加 しよう∬

電友会本部副会長

電友会本部 20周 年記念行事

実行委員会実行委員長

青木 利晴

会員の皆様におかれましては、日頃 地方本部、支部のサークル活動を始めボランティア活動、社会貢献

活動 (CSR)等さまざまな活動にご参加いただき、有難うございます。

さてご承知のように電友会は今年倉1設 20周年を迎えます。昨今の急激な社会変化や会員皆様の意識の変

化にかんがみて、記念行事にふさわしい企画を各地方本部の皆様とともに一昨年来検討して参りました。数

多くの候補の中から「地球の環境を護る行動Jは「喫緊の課題」であり「電友会会員である個々の人間としても

看過できない時期に来ているのではないか」という認識のもと この機会に全員で始めたらどうかということに

なりました
=

そこで「地球温暖化防止を図るため、その主な原因とされる炭酸ガス(C02)の 発生の抑制、あるいは減少さ

せる行動」を取り上げることとし、実行委員会を全地方本部参加のもとで立ち上 |ザました。

そして、キャンペーンタイトルを

まず一歩「エコで省エネ」仲間と共に

★ 地球温暖化防止・C02海J減・家庭から ★

とすることに決まりました。

各地方本部、支部にはこの行動の先導的な役害1を 、そして会員の皆様には十分なご理解と賛同を頂き「ご

家族の理解と協力」を得て、「仲間と共に」、「この課題を我こととして」の率先した参加と取り組みを期待いたし

ます.

具体的には、電力、石油製品、水の使用量の工夫による肖1減などですが、例えば白熱電球を LEDランブな

どの長寿命、省電力型の電球に取り換えるだけでも地球の温暖化防止に貢献できます。その他は会報等で

お知らせしますが「無理なくやれることを確実に実施」し身の回りから始める地球環境の維持、改善を図るた

め、「まず第一歩」を踏み出そうではありませんか。

今回は C02の肖1減量など達成目標ltLはあえて設けておりませんが、成果についてはいずれアンケートで把

握しお知らせいたします。

私たち会員9万 人の取り組みが、それ以外の方々の参加をも促す役害1になることを、そして会員の皆様に

はこの課題を自らの問題として日常的に認識した取り組みとして以降も取り組まれることも期待しております。

また、急速に発展した携帯電話を中心とするモバイル社会、インターネットを中心とするネット社会を楽しむ

一環として、ネットを通じた「電友会 20周 年記念 IT囲碁大会」も実施いたします。

初心のかたもパソコンを使つてのゲームをお楽しみいただきますよう奮つてのご参加をあわせてお願いし、

ご挨拶といたします

２０
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て

▼

V

-4-
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☆

まヂー歩「
ニコで御 ネノ仲間と共だ

☆ 地球温暖化防止・C02削減・家庭から ☆

電友会は今年創設20周 年を迎えます。その記念行事の一環として、現在、全世界的

な課題である『地球温暖イヒ防止』にむけた″C02削減 ″に取り組むこととしています。

そこで、皆さまのご家庭でも取り組むことの出来る10項 目をご紹介しますのでぜひ始

めてみてください。

（電
友
会
２０
周
年
記
念
行
事
）

地
球
温
暖
化
防
止
（Ｃ
０
２
削
減
）
の
取
組

低く設定する。
・クールビズやウオームビズ取り入れましょう。
・冷暖房の開始時期を少し待つてみましょう。
◆年間で約11800円 の節約

・洗濯や庭の水やりの他、トイレの水に使うこと
も効果的ですc(残り湯利用のために市販され
ているボンプを使うと便利です。)

◆年間で約4,200円 の節約

'通 動や買い物の際にバス、鉄道、自転車を
利用しましよう。(健康のためには徒歩・自転車
の利用もいいですね。)

◆年間で約9,200円の節約

・ポットやジャーの保温は摯l用 時間が長しヽため
多くの電気を消費します。

・ご飯は電子レンジで温め直す方が電力消費が
少なくてすみます。

◆年間で約1,900円 の節約

・駐車や長時間の停車は車のエンジンを切り
ましょう。(大 気汚染物質の排出を削減 )

◆年間で約1,900円 の節約

・家族がBll々 の部屋で過ごすと、暖房も照暁
も余計に消費します。

◆年FE3で約10,400目の節約

・主電源を切り、長時間使わない時はコンセン
トを抜きましょう。

・家電製品は待機電力の少ないものを選びま
しょう。

◆年間で約3,400円 の節約

選ぶ。
・トレーやラップは家に帰ればすぐゴミになつて
しまいますc

・買い物袋を利用すればレジ袋を減らせます .

◆資源節約

・体を洗つているFEl、 お湯を流しつぱなしにしな
しヽようにしましょう。

◆年間で約7,100円の節約

摯1用 を減らす。
・見たい番組だけを選んで見る習慣をつけま

しょう。
◆年間で約800円 の節約

-5-
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電友会会員各位

平成21年 4月 1日

電友会四国地方本部

事務局長 可ヽ澤  洋

電友会会員の皆さまの個人情報の取り扱いについて

四国電友会では会員の管さまに対する福利厚生施策の一環として、これまできらら保険サービス

株式会社 (以下「きらら」という)を通して、アメリカンフアミリー生命保険会社 (以下「AFLAC」 という)

の保険商品を通常よりも割安な保険料でご案内してまいりました。

その際、会員の皆さまにご検討いただきやすいように、保険料を具体的に表示したバンフレット等

を作成するため、皆さまの住所 =氏 名・性別・生年月日等を掲載したリストをきらら保険又はAttLAC

の担当者に手交するなどの方法により提供してまいりました。
/El人

4青報については2005年 4月 から、その権利1番寸益を保護する「個人情報保護法」が施行さ

れました。

皆さまの個人1青報は、これまでにもきらら及びAFLACに おしヽて厳重に管理運用してきましたが、

今後 |ま さらに、きらら及びAFttACに 1青報を提供する場合 |よ 、きらら及びAFLスC連名の「データ

取扱いに関する誓約書」の提出を受け、個人情報の希:用 目的の明示や秘密保持、有効期間等を

明確にするなど法律に基づき三者で管llTす ることとします。

また、利用の目的を達成した場合は、提供資料を遅滞なく返却していただくこととし演す。

なお、4置 人情報の提供を個別に停止することは可能ですので、ご希望の方は各県電友会事務局

までご連絡下さい。

☆
　
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

☆
　
各
県
電
友
会
総
会
の
ご
案
内

○
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
○

■
　
愛
媛
電
友
会
　
五
月
二
十

一
日

（本
）

愛
媛
県
県
民
文
化
会
館

（ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
）

午
前
十
時
～

香
川
電
友
会
　
五
月
二
十
日

（水
）

香
川
県
県
民
ホ
ー
レ

（ア
ル
フ
ア
ー
あ
な
ぶ
き
ホ
ー
ル
）

午
前
十
時
三
十
分
～

徳
島
電
友
会
　
五
月
二
十

一
日

（木
）

阿
波
観
光
ホ
テ
レ

午
前
十

一
時
～

■
　
高
知
電
友
会
　
五
月
十
三
日

（水
）

高
知
商
工
会
館午

後
三
時
～

☆

各
種
会
議
の
模
様

０
　
“弟
十
七
回
四
国
電
友
会
会
報
編
集
委
員
会

平
成
二
十

一
年
二
月
九
日
、
各
県
編
集
委
員
に
よ

る
編
集
委
員
会
を
番
町
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
し
、

平
成
二
十

一
年
度
の
発
行
計
画
等
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

-6-
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０
　
各
県
事
務
局
長
会
議

平
成
二
十

一
年
二
月
二
十
六
日
、
番
町
ホ
テ
ル
に

お
い
て
開
催
し
、
各
県
支
部
及
び
地
方
本
部
に
お
け

る
平
成
二
十
年
度
の
事
業
実
施
状
況
及
び
二
十

一
年

度
事
業
計
画
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し

た
。☆

「Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
さ
ぬ
き
線
路
会
総
会
」を
開
催

（香
川
）

平
成
２‐
年
１
月
１７
日

（土
）
午
前
１０
時
３０
分
よ
り

「第
二
回
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
さ
ぬ
き
線
路
会
」
の
総
会
を
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
イ
ア

（高
松
市
）
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
県
外
か
ら
の
３
名
を
含
む
会
員
８８
名
が

出
席
し
、
来
賓
と
し
て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
香
川
支
店
清
水
支
店

長
、
香
川
電
友
会
資
延
会
長
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者

の
会
香
川
支
部
協
議
会
宮
本
会
長
及
び
特
別
講
演
と

し
て
朝
日
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
朝
日
先
生
を
お
迎
え

し
、
総
会
及
び
特
別
講
演
並
び
に
懇
親
会
を
盛
大
に

実
施
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
物
故
者

へ
の
黙
祷
を
行
い
、
山
地
世
話

人
代
表
の
挨
拶
、
来
賓
か
ら
の
祝
辞
の
後
、
議
案
審

議
を
行
い
、
会
則
の

一
部
改
正
を
含
め
全
員

一
致
の

承
認
を
受
け
、
無
事
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
香
川
支
店
清
水
支
店
長
か
ら
は
「電

話
百
年
の
あ
ゆ
み
」
の
ビ
デ
オ
の
後
、
「次
世
代
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
Ｎ
Ｇ
Ｎ
の
サ
ー
ビ
ス
」
に

つ
い
て
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
別
講
演
で
は
朝
日
先
生
に
よ
る

『
終
わ
り
よ
け

れ
ば
す
べ
て
よ
し
』
と
の
演
題
に
よ
る
講
演
が
あ
り
、

「死
に
対
し
て
の
心
構
え
」
や

「
ハ
ッ
ピ
ー

エ
ン
ド
で

人
生
を
終
え
、
死
後
の
世
界
を
バ
ラ
色
に
す
る
」
た

め
の
秘
訣
や
キ
ー
ワ
ー
ド
に

一
同
、
深
い
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

懇
親
会
で
は
お
互
い
に
「杯
を
交
わ
し
、
そ
し
て

大
い
に
語
ら
う
」
な
ど
大
変
有
意
義
な
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
途
中
の
余
興
で
は
安
倍
会
員
に
よ
る
プ

ロ

級
の
マ
ジ

ッ
ク
シ
ョ
ー
や
山
地
世
話
人
代
表
に
よ
る

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
等
が
あ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

☆
　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
美
馬

・
三
好
Ｏ
Ｂ
会

ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
部
会

三
宅
　
康
之
　
　
（美
馬
市
）

当
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
部
会
は
、
旧
脇
町
Ｏ
Ｂ
会

（美

馬
市
）
と
旧
阿
波
池
田
Ｏ
Ｂ
会

（三
好
市
）
が
合
併

し
た
平
成
八
年
十
月
、
会
員
”
名
で
結
成
さ
れ
ま
し

た
．地

域
が
広
い
た
め
活
動
範
囲
が
美
馬

・
三
好
と
二

つ
に
分
か
れ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
常
に
連
絡
を

密
に
し
て
協
力
し
な
が
ら
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

①
　
美
馬
班
は
美
馬
市
内
の
吉
野
川

（四
国
三
郎
と

呼
ば
れ
る

一
級
河
川
）
に
架
か
る
人
橋
の
取
り
合

い
道
路
、
緑
地
帯
の
空
き
カ
ン
亮
工
き
ビ
ン
、
で゙
ミ

拾
い
を
行

っ
た
後
、
次
の
機
会
に
車
取
り
そ
の
他

の
作
業
等
に
分
け
四
半
期
に

一
回
程
度
、
五

つ
あ

る
大
橋
を

一
年
間
で
Ｅ
朴埋
せ
ず
細
長
く
」
と
や
っ

て
お
り
ま
す
．）

②
　
一二
好
班
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「永
楽
荘
」

で
の
オ
シ
メ
た
た
み
、
ミ
シ
ン
が
け
、
シ
ー
ツ
交

換
等
と
頑
張

っ
て
お
り
ま
す
ｃ

こ
の
内

一
番
作
業
量
の
多
い
オ
シ
メ
た
た
み
が
十

数
年
間

一
口
数
百
枚
と
折
り
た
た
ん
で
き
た
、
手
作

業
で
暖
か
み
の
あ
る
、
肌
に
優
し
い
心
の
こ
も

っ
た

本
綿
製
か
ら
紙
製
に
変
わ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
．

こ
れ
も
時
代
の
流
れ
で
し
ょ
う
か
。

昨
年
の
Ｈ
月
２３
日
、
第
３
回
三
好
市
社
会
福
祉
大

会

・
ふ
れ
あ
い
広
場
に
部
員
７
人
で
参
加
し
、
式
典

に
参
加
さ
れ
る
招
待
者
、
町
内
各
地
区
の
役
員
、
表

≪第二回N丁丁四国さぬき線路会の会場風景≫
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彰
者
等

の
窓

口
受
付
業
務
、
会
場
案
内
等
を
任
さ
れ

ま
し
た
。

大
会
最
後
に
タ
レ
ン
ト
、
野
球
解
説
者
の
板
東
英

二
氏
の
ァ
一れ
か
ら
の
時
代
、
子
供
を
育
て
る
の
は

親
と
じ
い
ち
ゃ
ん
ば
あ
ち
や
ん
」
の
演
題
で
記
念
講

演
が
あ
り
麻
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

☆
　
話
友
会
民
踊
部
の
活
動

『
ま
た
来
て
ナ

′
Ｌ

田
村
ミ
サ
子
　
（松
山
市
）

「踊
り
子
さ
ん
の
登
場
で
す
。
拍
手
で
お
迎
え
下

さ
い
」
司
会
者
の
言
葉
で
会
場
に
入
り
ま
す
Ｌ
、
朝

か
ら
人
勢

の
地
域

の
人
達
が
待

っ
て
い
た
Ｏ
公
民

館
、
緊
張
気
味
の
私
達
踊
り
子
組
、

一
番
人
気
が
あ

る
の
は
伊
予
万
歳
で
す
。

衣
装
も
派
手
で
す
し
、
動
き
も
活
発
で
す
。

古
く
か
ら
愛
媛
で
育
ま
れ
た
伝
統
の
踊
り
は
何
度

見
て
も
イ
イ
も
の
で
皆
に
好
ま
れ
ま
す
し
、
喜
ん
で

も
ら
え
ま
す
。

ま
た
、
Ｕ
施
設

へ
慰
間
に
行

っ
た
時
は
、
よ
さ
こ

い
鳴
子
踊
り
や
、
お
い
で
や
小
唄
の
曲
が
か
か
る
と
、

車
椅
子
の
人
ま
で
手
振
り
よ
ろ
し
く
踊
り
の
輪
の
中

に
入
り
、
笑
顔
で
踊

っ
て
く
れ
ま
す
し
、
皆
が
手
拍

子
で
踊
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
す
．

こ
ん
な
時
、
私
達
の
拙
い
踊
り
が
癒
し
に
な

っ
て

い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
す
。

帰
り
際
の

『
ま
た
来
て
ナ
／
』
『
待

つ
と
る
か
ら

ネ
』
の
言
葉
に
支
え
ら
れ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
続

け
ら
れ
る
し
あ
わ
せ
を
会
員
皆
で
か
み
し
め
て
い
ま

す
。人

と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
。

こ
ん
な
時
代
だ
か
ら
尚
更
の
こ
と
。

踊

っ
て
健
や
か
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
）^

≡
二
青
き

，
電
〒
民
「
を
■
．う
て
■
ま
せ

ｔ
ｐ
／

□
練
　
習
＝
毎
週
水
曜
日
Ｐ
Ｍ
ｌ

‥
３０
か
ら

Ｐ
Ｍ
３

‥
３０
ま
で

□
場
　
所
＝
松
山
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
３
Ｆ

（松
浦
恵
美
子
さ
ん
指
導
）

□
会
　
員
＝
１３
名

□
会
　
費
＝
月
二
〇
〇
〇
円

□
代
表
者
＝
田
村
ミ
サ
子

□
　
６

　

（
０
８
９
）
９
２
４

‐
６
３
２
１

≪第3回 三好市社会福祉大会会場で応対の

お世話をするボランティア部会の皆さん≫

≪話友会民踊部の皆さんの伊予万歳の演舞≫

モ谷のかずら橋≫
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◇

東
　
ア
ツ
コ

（丸
亀
市

・
Ｈ
ｌ４
退
）

◇
　
泉

陽

（高
知
市

・
Ｈ
３
退
）

◇
　
土日
野
政
世
司
　
　
　
（松
山
市

・
Ｈ
ｌ２
退
）

退
職
し
て
丸
三
年
が
経
ち
ま
し
た
。

退
職
を
機
会
に
始
め
た
書
道
は
上
達
も
今

一
歩
で

す
が
、
先
生
の
叱
咤
激
励
を
受
け
、
苦
闘
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

こ
こ
三
年
の
経
過
で
は
、
療
養
、
入
院
と
自
分
の

体
は
頑
丈
で
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

無
理
を
し
が
ち
な
タ
イ
プ
で
す
が
、
自
分
の
趣
味
、

夫
婦
で
楽
し
め
る
旅
行
、
た
ま
に
し
か
会
え
な
い
孫

達
と
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
、
楽
し
い

日
々
を
過
ご
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。◇

　
朝
倉
　
　
茂
　
　
　
（さ
ぬ
き
市

・
Ｈ
ｌ４
退
）

私
の
健
康
法
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
す
。

切

っ
掛
け
は
生
活
習
慣
病
の

一
つ
で
あ
る
血
圧
が

境
界
型
と
な
り
、
医
者
か
ら

「有
酸
素
運
動
の
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
が
効
果
的
」
と
指
導
が
あ
り
、
四
年
前
か

ら
毎
日
、
近
く
の

「み
ろ
く
自
然
公
園
」
を
体
が
少

し
汗
ば
む
程
度
で
無
理
の
な
い
ス
タ
ス
タ
歩
き
を
習

慣
化
し
て
い
ま
す
。

特
に
歩
い
て
い
る
時

「正
し
い
フ
オ
ー
ム
で
背
筋

を
伸
ば
し
、
着
地
は
か
か
と
か
ら
、
腕
は
し
っ
か
り

振

っ
て
」
と
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
基
本
を
意
識
し
つ
つ
、

あ
せ
ら
ず
、
無
理
せ
ず
、
ゆ

っ
く
り
と
生
活
習
慣
病

の
予
防
、
改
善
の

一
歩
と
し
て
い
ま
す
。

今
、
初
め
て
の
里
山
歩
き
入
門
を
申
込
み
、
昨
年

十
二
月
か
ら
毎
月

一
回
、
日
本
山
岳
会
会
員
の
林
貌

先
生
を
講
師
に
招
い
て
講
演
と
実
地
を
行

っ
て
い
ま

す
。山

に
登

っ
て
健
康
づ
く
り
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
、

安
全
な
歩
き
方
、
登
り
下
り
の
コ
ツ
、
四
季
折
々
の

楽
し
み
方
等
々
を
学
び
ま
し
た
。

ま
だ
三
回
残

っ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
話
し
が

出
て
く
る
の
か
、
た
だ

一
つ
悲
し
い
事
に
は
、
天
気

に
関
係
な
く
雨
で
も
決
行
、
そ
れ
も
勉
強
に
な
る
と

言
う
事
で
雨
具
も
持
参
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

若
い
方
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
安
心
し
て
登

っ
て

い
ま
す
。

◇
　
池
　
　
由
縁

　

　

（四
万
十
市

。
Ｈ
ｌ３
退
）

６５
才
に
な
り
ま
し
た
。
退
職
し
て
丸
８
年
。

当
初
、
晴
耕
雨
読
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
な
が
ら
、
在

職
中
に
置
き
去
り
に
し
て
い
た
趣
味
を

一
気
に
始
め

た
の
も
束
の
間
、
“
才
の
誕
生
日
の
三
日
後
、
健
康

を
害
し
て
救
急
車
で
運
ば
れ
入
院
。

幸
い
た
い
し
た
事
は
な
か

っ
た
も
の
の
、
し
ば
ら

く
グ
ズ
グ
ズ
し
ま
し
た
。

健
康
体
を
取
り
戻
す
た
め
、
幡
多
地
方
唯

一
の
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
通
い
で
、
ほ
ぼ
毎
日
宿
毛
市

へ
車
を
と

ば
し
て
い
ま
す
。

最
近
や

っ
と

「挑
戦
す
る
意
欲
」
が
湧
い
て
き
だ

し
ま
し
た
。

「今
年
は
い
い
事
が
沢
山
あ
り
そ
う
な
」
そ
ん
な

気
が
し
て
い
ま
す
。

今
年

一
月
末
で
高
齢
者

の
仲
間
入
り
を
し
ま
し

た
。四

年
前
に
緑
内
障
と
自
内
障
の
手
術
を
し
た
以
外

に
大
病
も
せ
ず
、
現
在
は
血
圧
を
下
げ
る
薬
を
飲
ん

で
い
る
程
度
。

昨
年
ま
で
農
家
の
土
地
を
借
り
て
、
無
農
薬
野
菜

を
作

っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
土
地
を
返
却
す
る
こ
と

に
な
り
、
楽
し
み
が
な
く
な
る
の
で
、
庭
に
小
さ
な

畑
を
作
り
ま
し
た
。

趣
味
の
ゴ
ル
フ
は
月
二
、
三
回

コ
ー
ス
を
回

っ
て

お
り
ま
す
。　
コ
ル
セ
ッ
ト
を
巻
い
て
、
脊
稚
を
保
護

し
な
が
ら
仲
間
と
飛
距
離
が
落
ち
た
、
パ
ツ
ト
が
入

ら
な
い
等
話
し
な
が
ら
、
楽
し
く
プ
レ
ー
を
し
て
い

ま
す
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
目
指
し
、
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。

◇
　
工
藤
　
勝
弘
　
　
　
（藍
住
町

・
Ｈ
ｌ５
退
）

退
職
後
、
家
族
と
旅
行
を
し
た
り
、
第
二
の
人
生

を
楽
し
も
う
と
し
て
い
る
矢
先
に
脳
梗
塞
を
患
い
、

長
期
の
入
院
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

現
在
は
日
々
リ

ハ
ビ
リ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

早
く
元
の
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
家
族
と
力
を

合
わ
せ
て
頑
張

つ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
　
四
宮
　
恭
治
　
　
　
（吉
野
川
市

・
Ｈ
ｌ２
退
）

高
松
で
退
職
後
徳
島

へ
帰
り
、
損
保
会
社
で
昨
年

定
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
ま
だ
役
立

つ
の
か
現
役
を

-9-
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続
け
て
お
り
ま
す
。

体
調
は
血
圧
を

マ
ー
ク
す
る
位
で
元
気
で
す
。

し
か
し
、
週
末
は
今
年
入
学
の
孫
娘
を
頭
に
二
人

の
孫
守
で
疲
れ
が
残
り
ま
す
。

人
並
み
に
老
後
対
策
と
し
て
、
某
句
会
で
俳
句
詠

み
を
再
開
し
、
脳
の
活
性
化
を
図

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
会
員
の
皆
様
方
に
日
頃
の
ご
無
沙
汰

を
お
許
し
い
た
だ
き
、
阿
波
路

へ
お
越
し
の
節
は
お

立
ち
寄
り
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

蛇
足
で
す
が
、　
一
句
を
披
露
し
終
わ
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〃

立
春
の
カ
フ
エ
で
朝
食
老
遍
路

〃

（
Ｈ
‐８

・
Ｈ

・
Ｈ
結
願
）

◇
　
島
本
　
祀
碩
　
　
　
（高
知
市

。
Ｈ
ｌ７
退
）

米
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

で
外
国
映
画
賞
を
受
賞
し
た

「お
く
り
び
と
」
を
珍
し
く
満
席
の
劇
場
で
見
ま
し

た
。
最
近
は
よ
く
映
画
を
見
に
行
き
ま
す
。

以
前
は
洋
画
中
心
で
し
た
が
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
邦

画
を
見
る
こ
と
が
多
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
の
暮
れ
プ
ラ
ン
タ
ー
に
エ
ン
ド
ウ
を
蒔
き
ま

し
た
。
少
し
時
期
が
遅
か

っ
た
か
と
思
い
ま
し
た
が
、

順
調
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
高
知
電
友
会
の
Ｏ
Ｂ
ネ

ッ
ト
勉
強
会
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
な
り
に
退
屈
し
な

い
日
々
を
送

っ
て
い
ま

す
。◇

　
白
川
　
孝
夫
　
　
　
（南
国
市

・
Ｈ
ｌ８
退
）

野
球
の
独
立
リ
ー
グ
四
国
九
州
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー

グ
も
五
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
が
、
二
年
間
は
高
知

Ｆ
Ｄ
を
応
援
す
る
会
長
と
し
て
監
督
、
選
手
、
フ
ア

ン
と

一
緒
に
地
域
と
の
交
流
を
図
り
、
色
々
の
行
事

に
参
加
も
し
ま
し
た
。

初
年
度
は
優
勝
、
二
、
三
年
目
に
は
プ

ロ
野
球

ヘ

四
名
も
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
藤
城
前
監
督
の
手
腕
が
、
か
な
り
あ

つ
た

と
思
い
ま
す
。

球
場
に
応
援
に
行

っ
て
、
大
声
で
声
援
を
送

っ
た

り
、
夜
は
監
督
、
フ
ア
ン
と

一
緒
に
ミ
ー
テ
イ
ン
グ

（酒
）
を
し
て
楽
し
く
過
ご
し
た
思
い
出
、
こ
れ
か

ら
の
高
知
Ｆ
Ｄ
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◇
　
玉
貫
磨
瑳
夫
　
　
　
（高
松
市

・
Ｈ
ｌｏ
退
）

Ｏ
Ｂ
の
皆
様
お
元
気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

退
職
し
て
十

一
年
、
少
々
身
体
に
ひ
ず
み
が
出
か

か

つ
て
い
ま
す
が
、
今
も
元
気
に
半
分
現
役
で
働
か

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
思
い
ま
す
こ
と
は
、
こ
の
投
稿
を
機
に
、
長
年

迷
惑
を
か
け
て
き
た
妻
に
こ
れ
ま
で
の
お
詫
び
と
、

後
い
く
ば
く
か
宜
し
く
と
の
意
を
込
め
て

「
６６
才
の

ラ
ブ
レ
タ
ー
」
を
書
い
て
み
よ
う
か
と
思

つ
て
い
る

こ
と
で
す
。

恐
ら
く
な
ん
の
返
事
も
帰

つ
て
こ
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
も
う

一
度
あ
の
頃
に
戻
り
、
頑
固
に
な
ら
ず
、

悲
し
む
こ
と
な
く
歩
い
て
い
け
れ
ば
上
出
来
だ
と
思

つ
て
い
ま
す
。

◇
　
西
本
　
徹
男
　
　
　
（松
山
市

・
Ｈ
ｌ７
退
）

野
菜
作
り
し
、
ゴ
ル
フ

（月
二
回
）
腕
は
上
が
ら

ず
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
行
き
運
動

）

月
の
う
ち
何
日
か
田
舎

（久
万
高
原
町
）
で
森
林

浴
を
し
て
い
ま
す
。

◇
　
一秋
森
　
和
子

　

　

（西
予
市

・
Ｈ
Ｈ
退
）

毎
週
火
曜
日
、
本
の
世
界
に
子
供
達
を
案
内
す
る

「読
み
聞
か
せ
」
の
十
五
分
間
が
始
ま
り
ま
す
。

全
十
七
ク
ラ
ス
の
教
壇
に
立
ち
、
紙
芝
居
や
昔
話

を
読
み
ま
す
。

五
年
前

「テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
で
な
く
本
を
読
ん
で

や
り
た
い
」
と
仲
間
を
募
り
、
母
親
を
中
心
に

「
Ｐ

Ｔ
Ａ
よ
み

っ
こ
」
を
組
織
化
し
ま
し
た
。

毎
回
笑
顔
に
支
え
ら
れ
、
元
気
を
貰

つ
て
い
ま
す
。

お
金
に
は
な
り
ま
せ
ん
が

（笑
）
今
、
私
に
で
き

る
大
切
な
時
間
で
す
。

学
年
に
合

っ
た
本
、
季
節
感
の
あ
る
本
を
求
め
て

松
山
ま
で
も
行

っ
て
い
ま
す
。

本
選
び
に
夢
中
に
な
れ
る
今
が
大
好
き
で
す
。

◇
　
橋
本
　
圭
五

　

（松
山
市

・
Ｈ
Ｈ
退
）

退
職
し
て
十
年
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
間
、
体
調
を
く
ず
し
て
大
変
な
時
期
も
あ
り

ま
し
た
が
、
健
康
に
は
十
分
気
を

つ
け
、
ス
ト
レ
ス

を
た
め
な
い
よ
う
適
当
に
息
抜
き
を
し
な
が
ら
孫
達

と
旅
行
に
行
く
の
を
楽
し
み
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

次
は
ど
こ

へ
行
こ
う
か
と
思
案
中
で
す
。

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。◇

　
羽
山
　
幸

一
　

（徳
島
市

・
Ｈ
ｌ３
退
）

二
月
末
で
退
職
し
ま
し
た
。
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健
康
の
た
め
、
ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め
に
夫
婦
揃

つ
て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
は
ボ
ー
リ
ン
グ
の
腕
を
磨
い
て
ガ
ン
バ

ロ
・―
。

ま
た
、
サ
ツ
カ
Ｉ
Ｊ
２
‐ヴ

オ
ル
テ
イ
ス
徳
島
が
今

年
こ
そ

＝〃
上
位
目
指
し
て
ガ
ン
バ
レ
〃

〃
と
ス

タ
ジ
ア
ム
に
通

っ
て
い
ま
す
。

日
和
佐
の
畑
で
家
庭
菜
園
に
精
を
出
し
、
無
農
薬

で
育
て
た
野
菜
を
収
穫
す
る
喜
び
は
格
別
で
す
。

子
供
達
に
も
送

っ
て
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

◇
　
兵
頭
　
善
方

　

（西
予
市

。
Ｈ
５
退
）

退
職
し
て
早
十
六
年
に
な
り
ま
す
。

退
職
後
は
健
康
第

一
と
の
思
い
か
ら
毎
年
健
康
診

断
を
受
け
、
飲
み
仲
間
と
二
、
三
回
の

一
泊
旅
行
、

部
落
森
林
の
山
刈
や
海
釣
り
等
。

毎
日
愛
犬
と
朝
夕
散
歩
を
三
十
三
年
間

（地
球

一

月
半
）
続
け
て
い
ま
す
。

お
陰
様
で
七
十
六
才
ま
で

一
度
も
入
院
す
る
こ
と

な
く
、
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
目
標
を
百
才
と
し
、
妻
と
共
に
頑
張

つ
て

い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

会
員
皆

々
様
の
御
多
幸
と
ご
健
康
を
心
よ
り
お
祈

り
致
し
て
お
り
ま
す
。

◇
　
弘
瀬
　
博
司

　

（松
山
市

・
Ｈ
ｌ３
退
）

平
成
十
八
年
二
月
に
ド

コ
モ
を
退
職
し
て
、
毎
日

が
日
曜
日
と
な

っ
て
か
ら
丸
三
年
と
な
り
ま
し
た
。

ビ

ュ
ー
テ
イ
フ
ル
サ
ン
デ
イ
で
も
な
く
、
か
と
言

っ
て
暇
と
感
じ
る
こ
と
も
無
い
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
日

）々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

七
十
坪
程
の
家
庭
菜
園
は
、
年
中
雑
草
と
の
イ
タ

チ
ご

つ
こ
で
あ
り
、
月
二
日
程
の
下
手
な
ゴ
ル
フ
も

現
役
時
の
友
人
と
愉
し
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
月
二
回
ペ
ー
ス
の
映
画
鑑
賞
や
国
民
健
康

保
険
等
各
種
の
支
払
も
徒
歩
で
、
片
道
三
十
分
～
五

十
分
か
け
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

妻
は
い
う

「元
気
で
留
守
が
良
い
」
‥
。と
。

◇
　
古
住
　
勝
美

　

（阿
南
市

・
Ｈ
ｌ７
退
）

「幽
霊
が
き
た
ノ
」
昨
年
の
春
、
い
き
な
り
十
人

年
ぶ
り
に
主
人
の
友
人

（
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
人

・
女

性

・
元
英
語
教
師

。
日
本
語
ま
あ
ま
あ
）
が
来
て
驚

か
さ
れ
た
。

そ
し
て
秋
、
今
度
は
彼
女
の
彼
氏

（五
年
前
に
故

人
と
な

つ
て
い
た
は
ず
？
）
が
来
日
。

前
回
彼
女
が
来
た
と
き
に
そ
れ
は
判
明
し
た
の
だ

が
、
主
人
の
友
人

（誤
報
の
主
と
思
わ
れ
る
）
は
思

わ
ず

「彼
生
き
と

つ
た
ん
ノ
や
な
―
」
と
叫
ん
で
し

ま

っ
た
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で
母
と
私
の
脳
に
は
良
い
刺
激
？

で
し
た
が
、
彼
ら
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
は
心
臓
に
悪
い
。

◇
　
宮
本
　
英
征

　

（善
通
寺
市

・
Ｈ
ｌ６
退
）

平
成
十
六
年
に
退
職
し
て
五
年
に
な
り
ま
す
。

今
は
朝
七
時
か
ら
裏
山
の
香
色
山

へ
登
り
、
体
操

す
る
こ
と

（約

一
時
間
三
十
分
）
か
ら

一
日
が
始
ま

る
毎
日
で
す
。

三
年
前
か
ら
友
人
に
借
り
た
山
に
ツ
リ
ー

ハ
ウ
ス

を
作
り
、
若
干
の
椎
茸

（昨
年
十

一
月
収
穫
開
始
）

筍
、
栗
を
栽
培
し
、
の
ん
び
り
気
ま
ま
を
満
喫
し
て

い
ま
す
。

家
か
ら
山
ま
で
約
１０
ｈ
あ
る
の
で
す
が
、
自
転
車

で
通
い
山
仕
事
の
後
、
緑
の
中
で

一
杯
飲
む
の
が
楽

し
み
で
す
。

他
に
は
亀
友
会
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
、　
ハ
イ
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
行
事
に
参
加
ｔ
て
、
元
気
を
確
認
し
合

う
の
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。

◇
　
村
山
　
定
子

　

（高
知
市

・
Ｈ
２
退
）

運
動
不
足
の
私
は
、
息
子
の
勤
め
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
に
興
味
津
々
。

そ
こ
の
入
会
金
や
教
室
の
こ
と
を
尋
ね
る
の
に
息

子
は

「知
ら
ん
」
と
素

つ
気
な
い
。
そ
ん
な
息
子
に

ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
が
出
来
た
。

彼
女
は
私
を
体
験
入
会
に
誘

っ
て
く
れ
た
。

数
年
ご
し
の
希
望
が
叶
い
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

ヘ
。

そ
の
楽
し
い
こ
と
楽
し
い
こ
と

〃
¨
私
は
即
入
会

し
た
。

ジ
ム
で
息
子
の
苦
笑
い
に
ぶ

つ
つ
か
る
度
に
、
今

度
は
私
が
彼
を
無
視
す
る
。

自
分
が
楽
し
け
れ
ば
人
に
優
し
く
な
れ
る
。
体
を

鍛
え
人
に
優
し
く
生
き
よ
う
。

出
来
る
だ
ろ
う
か
？
ウ
ー
ン
わ
か
ら
な
い
。
や

つ

て
み
よ
う
。

◇
　
山
崎
富
士
子

　

（高
知
市

・
Ｈ
ｌ３
退
）

退
職
し
て
早
く
も
八
年
目
に
入
り
、
時
の
流
れ
の

早
さ
に
戸
惑
い
を
感
じ
ま
す
。

幸
い
に
し
て
、
ま
だ
医
者
知
ら
ず
で
す
が
、
充
実

し
た
日
々
を
送
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
常
に

健
康
維
持
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
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楽
し
み
と
し
て
、
四
泳
法
を
毎
日
２
キ

ロ
泳
い
で

い
ま
す
。

特
に
バ
タ
フ
ラ
イ
が
好
き
で
、
遊
泳
後
の
爽
快
感

は
格
別
／
最
高
で
す
。

体
操
も
面
白
く
、
沢
山
の
友
人
に
恵
ま
れ
て
い
る

現
在
、
上ヽ返
近
旅
行
に
し
て
も
、
生
活
に
活
気
が
あ
り
、

本
当
に
有
難
く
思
い
ま
す
。

今
後
も
急
が
ず
の
ん
び
り
と
、　
一
日

一
日
を
楽
し

ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

◇
　
山
下
　
文
代

　

（高
松
市

・
Ｈ
ｌ７
退
）

平
成
十
七
年
に
定
年
退
職
を
し
て
か
ら
五
年
目
に

入
り
ま
し
た
。

週
三
日

（午
後
）
現
役
時
代
の
職
場
で
仕
事
を
し

て
い
る
の
が
柱
に
な

っ
て
い
て
、
そ
の
他
は
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動

（電
友
会
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
サ

ー
ク
ル
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
）
や
、
演
劇
、
映
画

鑑
賞
、
友
人
と
の
お
食
事
会
、
健
康
管
理
に
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
等
有
意
義
な
毎
日
で
す
。

こ
れ
か
ら
年
を
重
ね
る
毎
に
、
ま
す
ま
す
健
康
に

は
気
を

つ
け
て
、
人
生
を
楽
し
み
ま
す
ノ

◇
　
山
脇
　
　
妙

　

（土
佐
市

・
Ｈ
ｌ６
退
）

退
職
し
て
早
い
も
の
で
間
も
な
く
五
年
に
な
り
ま

す
。今

は
、
ゆ

っ
く
り
休
み
な
が
ら
主
に
文
旦
と
ネ
ギ

作
り
の
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
て
今
日
の
充
実
し
た
日
々
を

送
れ
ま
す
こ
と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
ｃ

こ
れ
か
ら
は
運
動
が
必
須
だ
と
思
い
、
テ
レ
ビ
体

操
、

ヨ
ガ
、
３
Ｂ
体
操
に
励
ん
で
い
ま
す
。

楽
し
み
は
友
達
に
誘
わ
れ
て
大
正
琴
の
お
稽
古
に

に
行

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を

つ
け
な
が
ら
楽
し
く
過

ご
し
た
い
と
思

つ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
横
田
　
一暑
宏

　

（阿
南
市

・
Ｈ
ｌ８
退
）

囲
碁
三
味
と
ま
で
は
い
か
な
い
ま
で
も
、
徳
島
市

内
の
二
つ
の
囲
碁
ク
ラ
ブ
を
め
ぐ

つ
て
週
二
日
、
三

日
は
つ
ぶ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
三
年
連
続
最
下
位
と
い
う
ヴ
オ
ル
テ
イ
ス

の
弱
さ
加
減
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
、
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
は
叱
咤
激
励
に
行

っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
長
崎
で
の
Ｕ
ｌ２
県
代
表
か
ら
Ｊ
リ
ー
ガ
ー

に
巣
立

つ
て
い
つ
た
選
手
達
に
会
え
る
の
も
楽
し
み

だ
。日

本
代
表
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
た
し
か
り
で
、
昨

年
Ｗ
杯
二
次
予
選
で
ぐ
ら

つ
い
た
際
は
、
埼
玉
ス
タ

ジ
ア
ム
ま
で
か
け

つ
け
応
援
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
み
な
さ
ん
お
元
気
で
。

◇
　
士
口
田
　
　
勉

　

（三
豊
市

・
Ｈ
ｌ７
退
）

ビ
ジ
ネ
ス
ア
ソ
シ
エ
を
退
職
し
て
四
年
、
現
在
は

ビ

ュ
ー
テ
ッ
ク
四
国
で
看
視
員
の
仕
事
を
し
て
お
り

ま
す
。

退
職
後
、
健
康
の
た
め
卓
球
を
始
め
て
週
に
二
～

三
回
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

よ
う
や
く
人
並
み
に
打
て
る
よ
う
に
な
り
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

ゴ
ル
フ
も
人

一
会

コ
ン
ペ
に
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
ス
コ
ア
は
相
変
わ
ら
ず
で
、
メ
ン
バ
ー
の
邪
魔

に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
思

っ
て
い
ま
す
。

）

健
康

一
番
で
、
明
る
く
楽
し
く
人
生
を
過
ご
せ
た

ら
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

◇
　
渡
辺
　
正
典

　

（松
山
市

・
Ｈ
ｌ３
退
）

小
生
、
今
春
の
二
月
末
ド

コ
モ
サ
ー
ビ
ス
を
最
後

に
勤
め
を
辞
め
、
年
金
生
活
者
の
仲
間
入
り
を
し
ま

す
。こ

れ
か
ら
は
夫
婦
の
健
康
を
第

一
に
、
人
生
を
欲

張
ら
ず
、
無
理
の
な
い
小
旅
行
や
適
度
な
ス
ポ
ー
ツ
、

孫
達
の
成
長
を
楽
し
み
に
、
時
の
財
布
を
弛
め
ず

一

日

一
日
を
大
切
に
暮
ら
し
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

諸
先
輩
の
お
便
り
、
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
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＝

子
宮
の
が
ん
に
つ
い
て
の
話

＝

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
松
山
病
院

産
婦
人
科
医
長

　

奥
村
み
ど
リ

「
子
宮
が
ん
」
に

つ

い
て
考
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
？
子
宮
が
ん

に
は
、
で
き
る
部
位
に

よ

つ
て
２
種
類

の
名
前

が
あ
り
、
子
宮

の
入
口

に
で
き
る
の
が
子
宮
頚

が
ん
、
子
宮
の
奥

（赤
ち
や
ん
が
育

つ
部
分
）
に
で

き
る
の
が
子
官
体
が
ん
と
い
い
ま
す
．

自
治
体
や
職
場
の
検
診
で
、
皆
さ
ん
も
子
官
が
ん

検
診
を
受
け
て
い
ら

つ
し
や
い
ま
す
か
？

こ
れ
は
子
宮
頚
部

（入
り
口
）
の
細
胞
を
綿
棒
な

ど
で
こ
す

っ
て
採
取
し
、
顕
微
鏡
で
細
胞
の
状
態
を

観
察
し
て
診
断
す
る
子
宮
頚
が
ん
の
検
診
で
あ
り
、

が
ん
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
検
査
で

す
。子

官
頚
が
ん
の
原
因
は
、
ヒ
ト
パ
ビ

ロ
ー

マ
ウ
イ

ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ヒ
ト
パ
ビ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
は
ご
く
あ
り
ふ
れ
た

ウ
イ
ル
ス
で
、
性
交
渉
に
よ

つ
て
感
染
し
、

５０
歳
ま

で
に
女
性
の
約
８０
％
が
感
染
す
る
と
い
う
報
告
も
あ

り
ま
す
。
で
も
、
そ
の
中
に

一
部
、
子
宮
頚
が
ん
を

起
こ
す
確
率
の
高
い
型
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
子
宮
が
ん
に
か
か
る
可
能
性
は
誰
に
で

）も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

最
近
、
子
宮
頚
が
ん
の
発
生
率
が
、
特
に
２０
～
３０

歳
代
の
若
い
女
性
に
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
性
交
年
齢
が
低
年
齢
化
し

て
い
る
た
め
、
パ
ピ

ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る

時
期
が
早
く
な
り
、
感
染
の
可
能
性
も
高
く
な

つ
て

き
て
い
る
こ
と
に
関
係
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。パ

ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
、
多
く
の

場
合
は
自
然
治
癒
力
に
よ

つ
て
排
出
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
長
期
に
わ
た

つ
て
感
染
し
続
け
た
場
合
に
、

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
細
胞
の
形
が
通
常
と
異
な

っ
た

も
の

（異
形
成
）
と
な
り
ま
す
。

異
形
成
に
な

っ
て
も
軽
い
も
の
は
自
然
に
良
く
な

つ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
異
形
成
の
程
度

が
高
度
に
な
る
と
、
だ
ん
だ
ん
進
行
し
て

「が
ん
」

に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

異
形
成
と
な

っ
て
も
、
自
覚
症
状
は
殆
ど
あ
り
ま

せ
ん
が
、
が
ん
検
診
で
は
異
形
成
の
段
階
か
ら
診
断

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

異
形
成
か
ら
初
期
が
ん
と
い
う
段
階
で
発
見
さ
れ

た
場
合
に
は
、
早
い
治
療
で
が
ん

へ
の
進
行
を
予
防

し
、
治
療
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
で
の
子
官
が
ん
検
診
受
診
率
は
、
わ
ず
か
に

２０
％
だ
と
ぃ
う
こ
と
で
す
。
早
期
が
ん
発
見
の
た
め

に
も
検
診
を
受
け
し
ま
し
ょ
う

ま
た
、
子
宮
頚
が
ん
の
原
因
と
な
る
ヒ
ト
パ
ピ

ロ

ー

マ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
諸
外
国
で
は

す
で
に
普
及
し
て
き
て
お
り
、
日
本
で
も
現
在
の
認

可
申
請
中
で
す
の
で
、
近
い
将
来
子
宮
頚
が
ん
は
予

防
可
能
な
病
気
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
も
し
も
高
度
の
異
形
成
、
も
し
く
は

初
期
の
子
宮
頚
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
治
療
に

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

従
来
は
子
宮
の
入
り
国
の
が
ん
の
部
分
を
切
除
し

た
り
、
レ
ー
ザ
ー
に
て
焼
い
た
り
す
る
治
療
が
選
択

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
当
院
で
は
光

線
力
学
療
法

（
Ｐ
Ｄ
Ｔ
）
と
言
う
治
療
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
が
ん
に
薬
を
取
り
込
ま
せ
た
あ
と
、
光

を
あ
て
て
そ
の
が
ん
だ
け
を
破
壊
す
る
と
い
う
治
療

方
法
で
、
切

っ
た
り
焼
い
た
り
す
る
治
療
と
は
異
な

り
、
痛
み
が
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
子
宮
は
も
と
の
形
の
ま
ま
で
温
存
で
き
る

た
め
、
将
来
の
妊
娠
や
出
産
に
ほ
と
ん
ど
影
響
は
あ

り
ま
せ
ん
。

子
宮
が
ん
に
よ

っ
て
、
妊
娠
や
出
産
を
あ
き
ら
め

な
く
て
は
な
ら
な
く
な

っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。日

頃
か
ら
、
子
宮
が
ん
検
診
を
定
期
的
に
受
け
て
、

子
官
が
ん
の
予
防
と
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

検
診
は
痛
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に

婦
人
科
外
来
に
ご
相
談
下
さ
い
。

一-13-―



平 成 21年 4月△
ム友電国四第 146号

∬

好
き
な
こ
と
の
あ
る
幸
せ

∬

赤
尾
　
範
明
さ
ん

（坂
出
市
）

ノ
ン
プ

ロ
時
代
は
ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

あ
れ
か
ら
５０
年
近
く
も
た

っ
て
い
る
の
に
、　
つ
い

こ
の
間
の
こ
と
の
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

野
球
の
思
い
出
と
言
え
ば
、
昭
和
３８
年
の
都
市
対

抗
野
球
大
会
の
初
出
場
が

一
番
印
象
に
残
り
ま
す
。

丸
善
石
油
野
球
部
が
休
部
と
な
り
、
今
度
こ
そ
は

電
電
四
国
の
番
だ
と
内
外
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
た

中
、
創
部
間
も
な
い
若
く
て
安
定
し
て
い
な
い
チ
ー

ム
を
見
乗
監
督
が
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
、
初
出
場
を

果
た
す
こ
と
が
出
来
た
か
ら
で
す
。

当
時
、
私
は
投
手
か
ら
野
手
に
転
向
し
た
ば
か
り

の
と
き
で
、
即
二
番
を
任
さ
れ
た
が
打
て
ず
守
れ
ず

で
、
ず
い
ぶ
ん
チ
ー
ム
に
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

激
戦
に

つ
ぐ
激
戦
の
愛
媛
県
予
選
、
四
国
予
選
を

勝
ち
抜
き
優
勝
し
ま
し
た
。

そ
の
喜
び
が
爆
発
し
、
宿
舎

の
太
平
閣
の
三
階
は

ビ
ー
ル
の
洪
水
に
な
り
ま
し
た
。

人
生
を
振
り
返

っ
て
考
え
る
と
き
、
こ
の
優
勝
体

験
が
大
き
な
自
信
と
な

っ
て
私
の
方
向
を
決
め
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
た
め
て
そ

の
当
時
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
関
係
者
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

書
を
始
め
た
の
は
、
課
長
時
代
大
怪
我
の
連
続
で

何
度
か
体
務
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
陥
り
ま
し

た
。私

が
い
く
ら
休
ん
で
も
会
社
は
何
ら
困
る
こ
と
な

く
回
っ
て
い
る
の
を
見
て
、
無
力
感
を
抱
き
ま
し
た
。

そ
う
い
う
精
神
状
態
の
と
き
、
書
に
出
合
い
ま
し

た
。
書
の
ス
タ
ー
ト
は
五
十
四
歳
。
病
院
の
ベ
ッ
ト

の
上
で
す
。

書
の
魅
力
は
自
己
の
表
現
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
古
典
の
臨
書
が
大
き
な
基
礎
に
な
り
ま
す
。

根

っ
か
ら
書
く
こ
と
が
好
き
な
の
か
、
書
を
始
め

て
十
三
年
間
、
早
朝
の
臨
書
は
欠
か
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

）

毎
日
の
静
説
な
こ
の
時
間
は
、
心
を
安
ら
か
に
保

た
た
せ
て
く
れ
ま
す
。

書
道
展
は
毎
日
書
道
展
、
香
川
県
美
術
展
、
四
国

書
道
展
な
ど
に
出
品
し
て
い
ま
す
。

四
国
書
道
展
に
は
初
出
品
初
入
賞
、
香
川
県
美
術

展
で
は
入
場
者
が
投
票
で
選
ぶ

「あ
な
た
が
選
ぶ
作

品
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

そ
の
時
は
非
常
に
嬉
し
か

つ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
平
成
十
人
井
二
月
に
、
修
業
の

一
区
切
り

に
し
た
く
て

「赤
尾
香
石

一
〇
年
展
」
を
高
松
市
美

術
館
に
お
い
て
開
催
し
、　
一
〇
年
間
に
制
作
し
た
ほ

と
ん
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

そ
の
際
に
は
、
大
勢
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に
ご

来
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

海
外
展
は
四
回

（
ロ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
、
タ
イ
）

出
品
し
て
い
ま
す
。

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
建
都
三
〇
〇
年
日
口
交

流
展
に
は
、
退
職
記
念
旅
行
を
兼
ね
て
夫
婦
揃

っ
て

参
加
し
ま
し
た
。

私
の
書
は
甲
骨
文
が
多
く
、
外
国
人
に
は
絵
の
よ

う
で
判
り
や
す
い
た
め
か
人
気
が
あ
る
よ
う
で
す
。

≪サンクトペテルブルグの交流展での赤尾夫妻 ≫
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一
〇
年
展
を
機
に
感
動
を
追
求
す
る
こ
と
に
思
い

が
い
た
り
ま
し
た
。

感
動
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

う
ま
く
書
け
た
か
ら
と
い
つ
て
観
客
は
感
動
し
ま

せ
ん
。

何
を
相
手
に
ぶ

つ
つ
け
て
感
動
を
呼
び
起
こ
す
か

が
、
私
の
テ
ー

マ
で
す
。

師
匠
の
小
森
秀
雲
先
生

（墨
華
書
道
会
会
長
）
は

〃

ま
ず
自
ら
が
感
動
す
る
こ
と
だ

〃
と
い
つ
て
い

ま
す
。

今
年
は
高
校
を
卒
業
し
て
五
〇
年
の
節
日
の
年
に

な
り
ま
す
の
で
、
文
集

「珊
瑚
礁
」
を
作
る
こ
と
に

な
り
、
級
友
に
呼
び
か
け
四
月
に
出
版
で
き
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。

高
校
時
代
か
ら
培

っ
て
き
た
友
情
を
も
と
に
編
成

す
る
作
業
は
、
珠
玉
の
時
間
で
し
た
。

級
友
達
の
人
生
ド
ラ
マ
は
、
私
の
書
の
バ
ネ
に
な

る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に

「好
き
な
こ
と
の
あ
る
幸
せ
」
を
地

で
ゆ
く
生
活
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
歳
は
と
り
ま
せ

ん
。皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た

し
ま
す

固
胴
Ⅲ
四
８

（○
人
七
七
）
四
人
―
〇
三
六

一

メ
ー
ル
　
●
Ｒ
一キ
一⑥
争
〓
・ｏ
ｏ・
・い
ｇ
も

【編
集
後
記
】

高
校
野
球
、
社
会
人
野
球
ま
た
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の

選
手

・
監
督
と
野
球

一
筋
に
活
躍
し
て
き
た
赤
尾
さ

）ん
が
、
怪
我
を
転
機
に
動
の
世
界
か
ら
大
き
く
転
換

し
、
静
の
世
界
で
あ
る

「書
」

へ
挑
戦
を
始
め
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
努
力
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
く
、
毎
日
朝

五
時
半
に
は
机
に
向
か
い
、
気
を
静
め
、
作
品
の
構

想
を
練
り
、
ま
た
臨
書
に
励
む
な
ど
日
々
努
力
を
重

ね
る
と
と
も
に
、
書
の
本
場
で
あ
る
中
国
を
三
回
も

訪
問
し
、
更
な
る
向
上
を
求
め
て
創
作
活
動
を
行

っ

て
い
ま
す
。

継
続
は
力
な
り
と
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
支
え
て

い
る
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
で
鍛
え
た

「根
性
」
で
あ
る

い
ｃ
。綺

一麗
に
書
く
と
い
う
よ
り
、
ど
う
し
た
ら
自
分
の

気
持
ち
を
伝
え
る
書
に
で
き
る
か
に
、
心
を
砕
い
て

い
る
と
の
こ
と
。

今
後
は
更
な
る
芸
術
性
を
求
め
て
、
前
衛
書
道
に

も
軸
足
を
お
い
て
行
き
た
い
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い

ま
す
。

赤
尾
さ
ん
の
話
を
伺

っ
て
、
現
代
の
ス
ト
レ
ス
社

会
に
お
い
て
芸
術
性
の
高
い
墨
ど
を
見
る
こ
と
が
、

心
の
安
ら
ぎ
を
得
た
り
す
る
の
に
大
切
な
こ
と
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

な
お
、
文
集

「珊
瑚
礁
」
は
級
友
達
の
随
筆
、
紀

行
文
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
を
収
め
て
い
ま
す
が
、
赤

尾
さ
ん
は
そ
の
中
で
都
市
対
抗
野
球
大
会

の
模
様

（愛
媛
県
予
選
か
ら
四
国
予
選
に
か
け
て
の
戦
い
ぶ

り
）
を
詳
し
く
書
い
て
い
ま
す
の
で
、　
一
読
の
程
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で

「赤
尾
香
石
」
で
検

索
す
る
と
作
品
が
動
画
で
見
ら
れ
ま
す
。

（香
川
編
集
委
員

‥
池
本
　
曲３

＊
地
球
温
暖
化
防
止

に
関
す
る
知
識
＊

地
球
温
暖
化
防
止
を
目
的
と
し
た
国
際
的
な
枠

組
み
に
は
、
１
９
９
２
年
に
で
き
た
気
象
変
動
枠

組
条
約
と
、
１
９
９
７
年
に
で
き
た
京
都
議
定
書

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

条
約
で
は
、
先
進
国
は
２
０
０
０
年
ま
で
に
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
１
９
９
０
年
ま
で
の
水

準
に
戻
す
と
い
う
約
束
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
約
束
に
は
法
的
な
拘
束
力
は
な

く
、
排
出
量
は
増
加
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
受
け
、
１
９
９
５
年
に
ド

イ
ツ
の
ベ
ル
ン
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
目
の
条
約

締
約
国
会
議

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
ｌ
）
で
は
、
２
０
０
０
年

以
降
の
先
進
国
の
新
し
い
約
束
を
第
３
回
目
の
締

約
国
会
議
で

（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）
で
決
め
る
と
い
う
合

意
が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、

１
９
９
７
年
の

‐２
月
に
京
都
で

開
催
さ
れ
た
Ｃ

Ｏ
Ｐ
３
で
、
徹

一牧
の
交
渉
の
末

に
合
意
さ
れ
た

の
が
京
都
議
定

書
で
す
。

≪水河が減少するアフリカキリマンジャロ≫
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Ｍ

。
Ｍ

コ
ー
ナ
ー

＊
　
パ
ソ
コ
ン
と
私
　
＊南

條

寿
子

（松
山
市
）

い
つ
の
間
に
か
パ
ソ
コ
ン
の
奥
深
さ
に
魅
了
さ
れ

て
い
る
私
が
い
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
を
習
い
始
め
た
頃
に
、
こ
ん
な
に
パ
ソ

コ
ン
に
夢
中
に
な
る
こ
と
を
想
定
で
き
た
で
し
ょ
う

か
。
‥
。
自
分
自
身
が
驚
い
て
い
る
の
で
す
か
ら
、

親

。
子
供

・
友
人
ま
で
も
が
驚
い
て
い
ま
す
。

今
、
思
い
起
こ
せ
ば
八
年
前
に
な
り
ま
す
。

平
成
十
二
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
番
町
会
館
で
電
友
会
パ
ソ

コ
ン
愛
好
会
が
発
足
し
た
時
に
、
出
席
す
る
よ
う
勧

め
て
く
れ
た
の
が
夫
で
し
た
。

そ
の
夫
も
病
に
倒
れ
、
看
病
の
た
め
せ

つ
か
く
の

教
室
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

夫
は
私
を
置
い
て
遠
い
黄
泉
の
国

へ
旅
立

っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
何
を
し
て
過
ご
せ
ば
よ
い
の
か
迷

っ
て

い
た
時
、
パ
ソ
コ
ン
愛
好
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
に
目

が
留
ま
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
催
す
る
と
い
う
内
容
の
も
の

で
し
た
。

夫
が
生
前
、
家
族
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作

っ
て
い

た
の
を
思
い
出
し
た
の
で
す
。

ど
の
よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
見
る
の
か

分
か
ら
ず
、
作
成
方
法
な
ど
も
教
わ
り
た
く
て
パ
ソ

コ
ン
教
室
に
行
く
決
心
を
し
た
の
で
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
が
わ
か
ら
ず
開
い
て

は
い
ま
せ
ん
が
、
五
十
七
歳
の
ま
ま
で
夫
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
生
き
て
い
ま
す
。

あ
れ
か
ら
五
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。

ワ
ー
ド

・
エ
ク
セ
ル

。
一
太
郎
と
パ
ソ
コ
ン
の
多

く
の
機
能
を
習
得
し
た
く
な
り
、
毎
晩
遅
く
ま
で
勉

強
し
ま
し
た
。

友
人
や
知
人
、
自
治
会
、
親
戚
な
ど
か
ら
頼
ま
れ

て
作
成
し
た
資
料
、
デ
ジ
カ
メ
の
処
理
な
ど
が
私
に

力
を
与
え
て
く
れ
た
の
で
し
よ
う
。

Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
レ
ー
ベ
ル
に
写
真
や
文
字

を
入
れ
て

「自
分
用
の
盤
」
を
作
る
こ
と
も
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

）

年
賀
状
な
ど
も
頼
ま
れ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
発
想
の

出
来
上
が
り
を
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
片
手
に
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

っ
た
の
も
、
ワ
ー
ド

・
エ

ク
セ
ル

・
一
太
郎
な
ど
の
基
礎
を
丁
寧
に
教
え
て
下

さ

っ
た
先
生
方
の
お
陰
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

急
が
ば
回
れ
と
申
し
ま
す
が
、
基
礎
の
学
習
が
如

何
に
大
切
か
と
い
う
こ
と
を
身
を
も

つ
て
経
験
し
ま

し
た
。

ま
さ
に
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
ー

・
リ
テ
ラ
シ
ー
が
役
に

立

つ
て
お
り
ま
す
。

今
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
光
回
線
に
加
入
さ
れ
た
部
外

の
お
客
様
を
含
め
て
、
生
徒
さ
ん
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
パ
ソ
コ
ン
教
室
も
活
況
を
呈
し
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
電
友
会
の
ご
配
慮
で
新
し
い

教
室
を
設
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
由
な
時
間
を
私
に
く
れ
た
夫
の
お
陰
で
、
こ
こ

ま
で
勉
強
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

伝
え
た
ら
い
い
も
の
か
‥
、

コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
の
と
り
こ
に
な

っ
て
楽
し
い
毎
日

を
過
ご
し
て
い
る
私
を
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

≪ パソコン教室で指導中の南條さん (中 央)≫

―-16-―



第 146号 四 友一
電国

△
ム 平 成 21年 4月

☆

『
介
護
予
防
教
室
』
に
参
加
し
て

テ
ル
ウ

ェ
ル
西
日
本
（株
）
四
国
支
店
で
は
、
社
会

貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
開
催
し
て
き

て
い
る

「家
庭
介
護
教
室
」
に
加
え
、
今
年
度
よ
り

新
た
に

「介
護
予
防
教
室
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
．

今
年
度
は
四
国
各
県

一
回
の
開
催
で

『
い
つ
ま
で
も

イ
キ
イ
キ
と
自
分
ら
し
い
生
活
を
／
元
気
な
う
ち
か

ら
介
護
予
防
の
知
識
を
学
び
ま
し
ょ
う
〃
』
を
テ
ー

マ
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
が
開
発
し
た

「介
護
予
防

）シ
ス
テ
ム

（健
康
か
ら
運
動
指
導
ま
で
、
介
護
予
防

を
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
す
る
映
像

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ヨ
ン
技
術
）
は
つ
ら

つ
製
造
器
」
を
使
用
し
、
介
護

予
防
に

つ
い
て
の
講
義
や
実
技
で
転
倒

・
骨
折
予

防
、
ゴ
ム
バ
ン
ド
を
使

っ
て
の
運
動
を
行
う
な
ど
介

護
予
防
に
つ
い
て
詳
し
く
学
び
ま
し
た
。

今
回
の
介
護
予
防
教
室
に
は
、
多
数
の
方
に
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、
大
変
役
立

つ
内
容
で
あ

っ
た
と
、

好
評
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

テ
ル
ウ

エ
ル
で
は
、
次
年
度
も

「介
護
予
防
教
室
」

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
別
途
ご
案
内
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

☆

『
生
活
支
援

口
介
護
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
』
活
動
中

「困

っ
た
と
き
は
お
互
い
様
」
の
気
持
で

「自
立

・
親
切

・
助
け
合
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
四
国
各
県

の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー
プ
で
は
、
訪
問
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア

・
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

・
介
護
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
に
励
ん
で
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
つ
い
て
ご
相
談
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
各
県
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
会
員
も
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

各
県
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー
プ
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
愛

媛

】

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
松
山

８

（〇
八
九
）
九
二
四
―
三
七
二
三

・
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

（施
設
訪
問
等
）

。
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

（庭
木
の
剪
定

。
家

屋
清
掃
等
）

。
介
護
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

（施
設
の
行
事
な
ど
の
支

援
等
）

。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

（ク
リ
ー
ン
清
掃
等
）

。
ど
ん
ぐ
り
植
樹
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

【
香

川

】

Ｎ
Ｔ
Ｔ
１
０
Ｂ
香
川
介
護
セ
ン
タ

８

（〇
八
七
）
人
二
三
―
〇
二
九
四

・
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

（お
元
気

コ
ー
ル

・
自
宅

訪
問

・
絵
手
紙
等
）

【
徳

島

】

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
徳
島
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ク
ラ
ブ

８

（〇
八
人
）
六
五
五
―
〇
二
九
四

・
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

（お
元
気

コ
ー
ル

・
自
宅

訪
問
等
）

・
生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

（庭
木
の
剪
定
等
）

【
一月

知

】

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
「き
ず
な
高
知

の
△
ム
」

８

（○
人
人
）
人
七

一
―

一
二
四
六

・
訪
問
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

（お
元
気

コ
ー
ル
）

≪ 介護予防教室で実技を体験する受講者 ≫

【お
問
い
合
わ
せ
先
】

◇

テ
ル
ウ

エ

厚
生
福
祉ａ

ル
西
日
本

（株
）
四
国
支
店

・
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
営
業
部

福
祉
共
済
担
当

‥
岡
田

〇

一
二
〇
―
七
四
四
―
四
〇
〇

一-17-一

一難
一
■
一
蝙

〓〓
一一一
一一
一
・鑢
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第 146号 友国
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電
△
ム 平 成 21年 4月

灯
ろ
う
や
鶴
二
羽
と
亀
春
の
庭

朝
寒
や
黄
砂
の
汚
れ
洗
車
す
る

‥
かる
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
　
　
　
池
田

霜

や
潜
在
意
識
の
脳
波
覚
む

河
端

葱
坊
主
風
も
う
わ
さ
も
受
け
て
立

つ佐
藤

妻
眠
る
山
の
声
聴
く
島
椿

谷
條

妻
老
い
て
小
物
ば
か
り
の
雛
飾
り

中

山

ふ
た

と
せ

生
か
さ
れ
て
八
十
路
二
歳
越
ゆ
る
春

三
井

春
矩
撻
話
題
の
そ
れ
て
し
ま
ひ
け
り村

尾

目
覚
む
れ
ば
番
組
変
り
ゐ
し
矩
健

横
田

香

川赤
井
　
唯
好

治
豊豊

豆

君
代

昭
平

忠
彦刀口

和
子浩

（愛
媛
県
）

池
田
　
博
志
　
様

有
友
　
　
勉
　
様

浅
井
　
照
雄
　
様

神
谷
　
末
広
　
様

水
口
啓
太
郎
　
様

菊
地
　
伸
明
　
様

中
平
　
淑
彦
　
様

妹
尾
　
博
之
　
様

（香
川
県
）

木
野
戸
繁
行
　
様
　
２０

千
葉
　
弘
昭
　
様
　
２‐

吉
田
　
重
男
　
様
　
２‐

関
　
　
文
昭
　
様
　
２‐

岡
　
　
良

一　

様
　
２‐

瀬
尾
三
喜
雄
　
様
　
２‐

（徳
島
県
）

内
田
　
恒
利
　
様
　
２‐

中
島
　
　
勇
　
様
　
２‐

内
田
　
英
子
　
様
　
２‐

古
谷
　
美
子
　
様
　
２‐

（高
知
県
）

池
　
　
繁
吉
　
様
　
２０

筒
井
　
英
敏
　
様
　
２０

）

21 21212121212020

☆
　
瑞
宝
単
光
章

　

野
込

好
　
様

次
の
方

々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（故
人
の
お
名
前
）
　
　
　
　
（逝
去
年
月
日
）
　
　
（享
年
）
（生
前
居
住
地
）

「桂
浜
の
坂
本
龍
馬
銅
像
」

深
田
久
雄

（
い
の
町
）

高
知
の
観
光
の
メ
ッ
カ
、
桂
浜
の
龍
頭
岬
の
岩
頭

に
立

つ
坂
本
龍
馬
の
銅
像
は
、
今
か
ら
８２
年
前
の
昭

和
２
年
、
高
知
県
の
青
年
が
募
金
活
動
を
行

っ
て
建

立
し
た
も
の
で
す
。

龍
馬
像
は
右
手
を
懐
に
、
眼
は
遠
く
太
平
洋
の
彼

方
を
望
ん
で
、
見
上
げ
る
私
達
の
胸
に
夢
と
希
望
を

抱
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
で

『
龍
馬
伝
』
の
放

送
が
始
ま
れ
ば
、
こ
の
周
辺
は
全
国
か
ら
の
龍
馬
フ

ア
ン
で
賑
わ
う
こ
と
で
し
よ
う
。

本
年
は
電
友
会
創
設
２０
周
年
に
あ
た
る
こ
と
か
ら

そ
の
記
念
行
事
の

一
環
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
の
Ｃ
０
２
削
減
施
策
を
全
国
的
に
展
開
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
家
庭
で
の
積
極
的
な
取
組
を
ぜ

ひ
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（小
澤
）

四
国
電
友
会
会
報
　
第
百
四
十
六
号

発
　
行
　
　
平
成
二
十

一
年
四
月

一
日

編
　
集
　
　
電
友
会
四
国
地
方
本
部

松
山
市

一
番
町
四

‐
三

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
愛
媛
支
店
内

電

　

話

　

（〇
八
む

九
壬

ノ
‐
、
　

二
〇
壬

二

印
　
刷

　

株
式
会
社
　
ド
ル
ッ
ク

3  2  1  1  1  1 12 12

5 223027 17 5 30 13

76 827571 8693 7964

3322

43105

72749860

3322112

13 9 261722 17

829880797491

1211

176

9293

松
山
市

大
洲
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

松
山
市

日
野
市

高
松
市

善
通
寺
市

善
通
寺
市

高
松
市

高
松
市

三
好
市

鳴
門
市

三
好
市

徳
島
市

佐
川
町

高
知
市

谷
脇
　
兼
光

山
本
　
孝
子

様 様

2121

3  3

14 7

6675

須
崎
市

高
知
市

-18-

ゝ
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アメリカンファミリー生命保険会社)AF104-2008-0649 1月 7日

たした決勁
総合自動車保険 (7A、 TA・ ミニ  ー般自動車保険 1丁AP)

「6つのアシス日が事故の防止から
事故後のケアまであなたを10ことお守りします!

引受保険会社 (幹事)株式会社損害 )+ts.> sJos-07877(2oog+1 1.E188)

■上記保険商品は、各保険会社の保険の概要について説明したものです。詳細は保険約款によりますが、詳細な内容につきましてはバンフレットをこ請求の

うえ、こ確認ください。こ不明な点がありましたら、きらら保険サービスにお尋ねください。また、こ契約に際しては必ず重要事項等説明書をこ覧ください。

取扱代理店
●アフラックのがん保険 ●N丁丁グループ団体扱自動車保険「あんじん太助」

驚路原̈ [員株式会社
〒1040031東 京都中央区京橋2丁目141兼松ビルディング

お客様コンタクトセンタ

面 ①0120‐ 590‐ 251
受付時間 平日午前9:00～午後8:00 土曜日午前9:00～午後5:00

(日・祝日はお休みさせていただきます)

51.

※

%害UttI
●一般の傷害保険より低廉でしかもワイドな補償 |

●従来からカロ入している会員は、

変更事項が無ければ自動的に更新 !

※割引率は所定の期間のお支払い実績及び

加入実績に基づき見直しされます

※団体割引30%。優良割引30%を適用して

います。

※2009年4月 から2010年 3月 31日までの

始期契約に適用。

「でんちゃん」の
主なポイント

アフラック
(ア メリカンフアミリー生命保険会社)

系列法人第五支社

〒1630456東 京都新宿区西新宿211新宿三井ビル
TEL 03 33441459 URL hitp::,www af ac colp

き R鵠 ∬

劇 NE東
京 海 上 日 動

〒1008050東 京都千代田区丸の内121

幹事引受
保険会社

●電友会傷害保険「でんちやん」

聾饉)は 彗薦み澁 _2∫ン

入院時選べるアシスト 事故現場アシスト

鰺燎鸞饉鰺

 ヽ い
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